
１　施設の概要

２　収支の状況

体育館 武道館 武道館

24,460 7,844 8,156

2,792 716 710

58,070 17,471 18,586

45,298 11,949 10,989

0 0 0

103,368 29,420 29,575

別紙２

公の施設の指定管理者における業務状況評価

平成27年8月10日

施 設 名 武道館 所管課 スポーツ健康教育課

職 員 体 制

体育館

　職員：1人、専門職員：3人 合計：4人（平成27年4月1日現在）

施 設 所 在 地 高知市丸ノ内1丁目8番3号

指定管理者名 （公財）高知県スポーツ振興財団 指定期間 平成24年4月1日 ～ 平成27年3月31日

事 業 内 容

　１　施設の利用の許可等に関する業務
　２　施設の利用料金の収受・減免・還付に関する業務
　３　施設設備の維持管理に関する業務
　４　スポーツの振興に関する業務
　５　その他施設の設置目的達成に必要と教育委員会が認める業務

施 設 内 容

20,303

使用料・手数料 2,395

単位：千円

平成25年度（決算） 平成26年度（決算）

12,194

人件費 10,809

その他 406

収入計（体育館＋武道館） 126,312 132,635 23,104

管理運営費

支出計（体育館＋武道館）

その他 0

支出計 23,003

収支差額　（ａ）－（ｂ）

132,788 133,554

△ 6,476

収
入

28,321

2,612

支
出

56,969

47,010

0

103,979

県支出金（体育館＋武道館） 90,500 92,836

△ 919 101

１　面積・・・本館：敷地面積2,818㎡、建築面積3,055.33㎡
　　　　　  　 分館：敷地面積1,089㎡、建築面積498㎡
２　施設、収容人員等・・・
　　           本館：試合場（3階、4階496席）、柔道場(1階)、剣道場(1階)、
　　　　　　　　　　   研修室(1階)、会議室(1階)
　　   　　　　分館：近的場（10人立）、遠的場（3人立）
３　利用時間・・・
               8:30～21:00（本館試合場、柔道場、剣道場、研修室、会議室、分館）
４　休館日　 ・・・
               12月29日～1月3日

平成27年度（予算）
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３ 利用状況

98,066

○ その他

82,534
31,000

（H27.8より休館）

②利用者意見等の反映

③その他特記事項

○法令・事業計画書・協定書（仕様書）等の内容を遵守し、適正な管理運営
   を行った。

　 弓道場において、猫の侵入防止対策を実施した。

項　　　　　　　目 状　　　況　　　説　　　明

平成25年度（実績） 平成26年度（実績） 平成27年度（目標）

○ 利用者アンケート等の実施状況（時期・方法・回答数・調査結果等）

　 「ご意見箱」の設置（意見数：2件）や、武道入門教室参加者を対象にした
　 アンケート調査の実施により、利用者の意見や要望の把握に努めた。

①年間利用者数 (単位：人)

【評価の目安】

Ａ：仕様書の内容や目標を上回る成果があり、優れた管理運営が行われたもの
Ｂ：おおむね仕様書の内容どおりの成果があり、適正な管理が行われたもの
Ｃ：仕様書の内容や目標を下回る項目があり、さらなる工夫・努力が必要なもの
Ｄ：管理運営が適切に行われたとは認められず、大いに改善を要するもの

４　平成26年度業務評価

④収支の状況

○収入について
　・平成26年度収入（管理代行料を除く）は、平成25年度と比較して307
    千円増加した。
○支出経費について
　・平成26年度支出は、平成25年度と比較して155千円増加した。

総合評価
　利用者の視点に立ったサービスの提供や利用者の体調への配慮に努める
ほか、スポーツや健康に関するイベントにおいて時間外の施設の開放を行う
などの社会的活動に貢献する取組みも評価できる。A

①適正な管理運営の確
保

③利用実績

○利用者数が前年度を下回った要因として、付近の学校が体育館の改築
　 工事期間中（H24～H25）に体育の授業を武道館で行っていたが、改築
　 工事の終了に伴い武道館を利用しなくなったことや、新たに設置された
　 県立弓道場に弓道場利用者が移行したことが挙げられる。
 　※平成25年度利用者実績 : 98,066人
      平成26年度利用者実績 : 82,534人(15,532人減)
   ※平成25年度利用件数実績 : 9,102件
      平成26年度利用件数実績 : 8,434件(668件減)

②利用者サービスの維
持向上

○ホームページや広報誌の発行等により情報発信を行い、利用者の確保に
   努めた。
○昨年度に続いて事務室前の小部屋を休憩室として開放したり、新たに
　 会議室等に扇風機を設置して冷房の効果を向上させたりと、利用者の
　 ニーズに対応した。
○弓道場に冷蔵庫を設置して氷を利用できるようにするとともに、氷嚢、
　 飲料水等も常備するなど、利用者の熱中症対策に取り組んだ。
○昨年度に続き、リレー・フォー・ライフ（がん征圧のチャリティーイベント）
　 では控室として24時間、高知龍馬マラソンでは、更衣室として早朝5時より
　 施設を開放した。
　 また、剣道の寒稽古のために1週間、早朝6時に開館対応をした。
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